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1. 平成30年11月期第1四半期の業績（平成29年12月1日～平成30年2月28日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年11月期第1四半期 1,187 △1.1 △64 ― △64 ― △36 ―

29年11月期第1四半期 1,200 1.2 △93 ― △92 ― △67 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年11月期第1四半期 △32.82 ―

29年11月期第1四半期 △57.81 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年11月期第1四半期 7,754 2,800 36.1 2,516.55

29年11月期 8,109 2,835 35.0 2,548.36

（参考）自己資本 30年11月期第1四半期 2,800百万円 29年11月期 2,835百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年11月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

30年11月期 ―

30年11月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年11月期の業績予想（平成29年12月 1日～平成30年11月30日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,573 3.0 △103 ― △105 ― △98 ― △88.58

通期 5,360 6.2 3 ― △2 ― △18 ― △16.98

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年11月期1Q 1,171,280 株 29年11月期 1,171,280 株

② 期末自己株式数 30年11月期1Q 58,421 株 29年11月期 58,421 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年11月期1Q 1,112,859 株 29年11月期1Q 1,160,632 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信（添付資料）２ページ「業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国の経済は、政府による経済政策や日銀の金融緩和政策を背景に、企業収益

や雇用情勢が改善するなど、緩やかな景気回復の兆しが見られるものの、一方では米国政権の政策動向や金融市場

の変動等、先行きは未だ不透明な状況であります。

このような状況のもと、当第１四半期累計期間の売上高は、1,187,616千円（前年同四半期比1.1％減）となりま

した。

　販売費及び一般管理費は、前期にホテル事業の有形固定資産を減損処理したことにより減価償却費が減少したた

め、878,143千円（前年同四半期比4.4％減）となりました。営業損失は64,907千円（前年同四半期は93,671千円の

営業損失）、経常損失は64,881千円（前年同四半期は92,549千円の経常損失）となりました。

　また、当第１四半期累計期間の四半期純損失は36,521千円（前年同四半期は67,095千円の四半期純損失）となり

ました。

　なお、当社が営むホテル業は、第４四半期に宴会（婚礼）需要が強く、売上高が多く計上される傾向がありま

す。

セグメント別の業績は以下のとおりであります。

（ホテル事業）

ホテル事業の当第１四半期累計期間の業績は、売上高1,173,487千円（前年同四半期比1.1％減）、営業損失

74,437千円（前年同四半期は103,204千円の営業損失）となりました。

　なお、主な部門別の売上高は、宿泊部門295,308千円（前年同四半期比0.5％減）、レストラン部門347,663千円

（前年同四半期比0.2％減）、宴会部門438,811千円（前年同四半期比2.3％減）となりました。

（不動産賃貸事業）

不動産賃貸事業の当第１四半期累計期間の業績は、売上高14,129千円（前年同四半期比0.1％増）、営業利益

9,530千円（前年同四半期比0.0％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

資産合計は7,754,819千円（前事業年度末比354,559千円減）となりました。

主な要因は現金及び預金194,678千円の減少や売掛金93,055千円の減少、有形固定資産44,129千円の減少などであり

ます。

（負債）

負債合計は4,954,252千円（前事業年度末比319,160千円減）となりました。

主な要因は買掛金146,620千円の減少や未払消費税等124,933千円の減少などであります。

（純資産）

純資産合計は2,800,567千円（前事業年度末比35,399千円減）となりました。

主な要因は利益剰余金36,521千円の減少などであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

当期の業績予想につきましては、当第１四半期累計期間において概ね計画通り推移しているため、平成30年１月17

日に公表しました「平成29年11月期 決算短信[日本基準]（非連結）」から変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成29年11月30日)

当第１四半期会計期間
(平成30年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 596,849 402,170

売掛金 272,434 179,378

原材料及び貯蔵品 92,236 92,573

その他 60,081 37,531

貸倒引当金 △50 △30

流動資産合計 1,021,551 711,624

固定資産

有形固定資産

建物 7,573,998 7,576,952

減価償却累計額 △4,421,734 △4,447,862

建物（純額） 3,152,264 3,129,089

建物附属設備 5,344,730 5,356,520

減価償却累計額 △4,453,167 △4,478,755

建物附属設備（純額） 891,563 877,764

土地 2,548,115 2,548,115

その他 1,717,598 1,714,090

減価償却累計額 △1,488,856 △1,502,000

その他（純額） 228,741 212,089

建設仮勘定 39,895 49,390

有形固定資産合計 6,860,580 6,816,450

無形固定資産 56,136 54,921

投資その他の資産 171,109 171,822

固定資産合計 7,087,827 7,043,195

資産合計 8,109,379 7,754,819

負債の部

流動負債

買掛金 372,433 225,813

短期借入金 300,000 400,000

1年内返済予定の長期借入金 620,000 620,000

未払費用 279,013 163,323

未払法人税等 65,538 9,312

未払消費税等 162,036 37,102

未払事業所税 15,961 4,006

前受金 127,606 136,447

引当金 3,754 58,082

その他 152,235 152,174

流動負債合計 2,098,579 1,806,262

固定負債

長期借入金 1,260,000 1,360,000

長期未払金 - 33,150

再評価に係る繰延税金負債 503,998 503,998

退職給付引当金 993,800 969,332

役員退職慰労引当金 135,525 -

長期預り保証金 281,508 281,508

固定負債合計 3,174,832 3,147,989

負債合計 5,273,412 4,954,252
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(単位：千円)

前事業年度
(平成29年11月30日)

当第１四半期会計期間
(平成30年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,455,000 3,455,000

資本剰余金 2,957,541 2,957,541

利益剰余金 △4,092,892 △4,129,413

自己株式 △162,693 △162,693

株主資本合計 2,156,955 2,120,433

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △14,985 △13,863

土地再評価差額金 693,996 693,996

評価・換算差額等合計 679,011 680,133

純資産合計 2,835,966 2,800,567

負債純資産合計 8,109,379 7,754,819
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 平成28年12月１日
　至 平成29年２月28日)

当第１四半期累計期間
(自 平成29年12月１日
　至 平成30年２月28日)

売上高 1,200,872 1,187,616

売上原価 376,093 374,380

売上総利益 824,778 813,236

販売費及び一般管理費 918,449 878,143

営業損失（△） △93,671 △64,907

営業外収益

受取利息及び配当金 843 738

還付加算金 1,911 -

固定資産売却益 - 823

その他 311 304

営業外収益合計 3,067 1,865

営業外費用

支払利息 1,916 1,811

その他 28 28

営業外費用合計 1,945 1,839

経常損失（△） △92,549 △64,881

特別利益

役員退職慰労引当金戻入額 - 29,475

特別利益合計 - 29,475

特別損失

固定資産除却損 561 97

特別損失合計 561 97

税引前四半期純損失（△） △93,111 △35,503

法人税、住民税及び事業税 69,653 1,017

法人税等調整額 △95,669 -

法人税等合計 △26,015 1,017

四半期純損失（△） △67,095 △36,521
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期累計期間(自 平成28年12月１日 至 平成29年２月28日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

報告セグメント

調整額
四半期損益計算
書計上額（注）ホテル事業 不動産賃貸事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 1,186,764 14,108 1,200,872 - 1,200,872

　セグメント間の内部売上高
- - - - -

　又は振替高

計 1,186,764 14,108 1,200,872 - 1,200,872

セグメント利益又は損失（△） △103,204 9,533 △93,671 - △93,671
(注) セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業損失と一致しております。

　

Ⅱ 当第１四半期累計期間(自 平成29年12月１日 至 平成30年２月28日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

報告セグメント

調整額
四半期損益計算
書計上額（注）ホテル事業 不動産賃貸事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 1,173,487 14,129 1,187,616 - 1,187,616

　セグメント間の内部売上高
- - - - -

　又は振替高

計 1,173,487 14,129 1,187,616 - 1,187,616

セグメント利益又は損失（△） △74,437 9,530 △64,907 - △64,907
(注) セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業損失と一致しております。
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（重要な後発事象）

（資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分）

当社の平成30年２月22日開催の第140回定時株主総会にて承認可決された「資本金及び資本準備金の額の減少並び

に剰余金の処分」について、平成30年３月10日付で効力が発生しております。

１．資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分の目的

当社は、現在生じている繰越利益剰余金の欠損額を填補し、財務体質の健全化を図るとともに、今後の柔軟かつ

機動的な資本政策の展開を可能とするため、会社法第447条第１項及び同法第448条第１項の規定に基づき、資本金

及び資本準備金の額を減少し、その他資本剰余金に振り替えるとともに同法第452条の規定に基づく剰余金の処分を

行うものであります。

なお、純資産の部における勘定科目間の振替処理であり、当社の純資産額に変動はなく、業績に与える影響はご

ざいません。

２．資本金及び資本準備金の額の減少の内容

（1）減少する資本金及び資本準備金の額

① 減少する資本金の額 1,455,000千円（減少後の額 2,000,000千円）

② 減少する資本準備金の額 900,000千円（減少後の額 0円）

（2）資本金及び資本準備金の額の減少の方法

払い戻しを行わない無償減資とし、発行済株式総数の変更は行わず、資本金及び資本準備金の額のみを減少

させてその他資本剰余金に振り替えております。

３．剰余金の処分の内容

会社法第452条の規定に基づき、上記２の資本金の額及び資本準備金の額の減少の効力発生を条件に、上記２によ

る増加後のその他資本剰余金のうち4,092,892千円を減少し、欠損補填に充てるため、繰越利益剰余金に振り替えて

おります。

４．資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分の日程

（1）取締役会決議日 平成30年１月22日

（2）定時株主総会決議日 平成30年２月22日

（3）債権者異議申述公告日 平成30年２月７日

（4）債権者異議申述最終期日 平成30年３月９日

（5）効力発生日 平成30年３月10日

（多額な資金の借入）

当社は、以下のとおり借入れを行っております。

１．資金使途 設備投資資金

２. 借入先の名称 横浜銀行

３. 借入金額 900,000千円

４. 借入条件 固定金利

５. 実施時期 平成30年３月１日

６. 返済期限 平成39年11月30日

７. 担保提供資産又は保証の内容 無
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